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要　旨

扇形領域におけるポアソン方程式に対するノイマン問題の連続な解の存在とその一意性に関する結

果を報告する。
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　扇形領域 において，次のポアソン方程式に

対するノイマン問題

を考える。　この問題は非定常ストークス方程式の境界値問題

と密接に関連している（参考文献［５］）。

　先ず，参考文献［４］に従って，有限フーリエ変換と有限ハンケル変換及びそれらの反転公式を

用いて形式的な級数解を求めてみる。

　 に対して，

（1）

（2）
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とおくとき，（1）の第１式の両辺に をかけて， に関して から まで積分すると，（1）

の第２式より，

を得る。

次に， を 次のベッセル関数として， の 番目の正根

に対して，

とおくとき，（4）の両辺に をかけて， に関して から まで積分すると，（1）の

第２式より，

を得る。 従って，順に

と

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（3）
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が導かれる。

定理　　 が で連続かつ有界変動で，さらに

を満足すれば，問題（1）の形式的な級数解（8）は で一様収束する。従って， は

で連続になる。

　また， と  がともに問題（1）の連続な解ならば， が成

り立つ。

証明　　 の に関するディニ展開および  に関するフーリエ余弦展開

は仮定より， に一様収束する（参考文献［2］，［3］）。

　さて，ベッセル関数の零点の性質（参考文献［3］）から，２重数列 を単調増加な単数列

に並び替えることができる。 この並び替えにより， は単調減少かつ一様有界になる

ので，アーベルの定理から問題（1）の形式的な級数解（8）は で一様収束することが導かれ

た。

　後半部分は，楕円型方程式の一般論から明らかである。

 （証明終）
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